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AI技術を活用したカメラ自動監視による
牛の事故削減プロジェクト

株式会社ゆうぼく
株式会社ゆうぼく

Project No.

18 農業

採択事業者名

コンソーシアム構成員

勉強会の目的 生産者のニーズ把握、実験協力農場の募集、今後の利用者候補獲得ための取組みの広告を目的と
した。

勉強会の当初の
ゴール想定と結果

❶起立困難で困っている生産者は100%と想定していたが、来場した生産者の100%が今回の取組に
関心を寄せた結果となり、想定通りだった。
❷実験協力農場の募集を行った結果、5農場から協力に前向きな回答をいただいた。
❸取り組みの広告に関しては、愛媛県庁、全農の関係者、及び生産者向けに周知が出来た結果、取り
組みの認知度は向上し、紹介してもらいやすい環境構築が出来たといえる。

参加者 全農えひめ／JAおちいまばり／JA東宇和／愛媛県畜産課／生産者(5農場)

協議アジェンダ
●開発中のシステムについての概要説明
●質疑応答
●アンケートによるニーズ調査と協力者募集

協議による実装推進上の
重要な決定事項/示唆

❶起立困難に対する解決ニーズは非常に高いという結果が得られたため、取組の意義は十分にある
といえる。
❷他農場の生産者に実験の協力をしてもらえる事となったが、同じ生産者だからこそ柔軟に対応でき
ることは強みである。

その他補足事項など
（開催頻度、規模など） 開催頻度:β版での試運転時に畜産の会合にて再度勉強会を開催予定である。

目指す「実装成果」の定義 ❶死亡牛を減少させる事で経済的損失額を減少させること
❷牛の観察負荷を軽減し、精神的負担を軽減すること(夜間観察時間の軽減)

データに基づく
協議ポイントの整理

起立困難による死亡が発生した際には経済的損失が発生するため、損失額の分析が必要である。ア
ラートにより防げた損失額の累積が経済的メリットとなる。また、現状夜間のカメラチェックなど含む
見回りで防いでいる農場もある。そういった農場では、見回り時間の削減量も重要な指標となる。

主なデータ項目 ●起立困難検知により死亡を防いだ牛一頭の単価
●夜間の見回り時間(カメラチェックも含む)と頻度

ガイドライン
（含む具体例）

アラートが発信され、救出した牛の棚卸単価を記録する。
現状行っている夜間の見回り時間と頻度を記録し、自動アラートにすることで削減できる時間を算出
する。

「実装成果」実現に向けた
示唆/考察

まだ実証実験段階ではあるため、データを元にした協議は進められていないが、実際に各農場では損
失が発生しており、ニーズは確かにある。
※現状は見回りの強化で対応している状況。
防ぐことのできる損失額が算出できたらサービスの価値も見えてくると考えられる。

勉強会の実施概要 デジタル実装協議フォーマット


